
         

 

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

本校では、「検証可能な目標達成型の学校経営」と「学校・家庭・地域との連携・協働による教育の

推進」を図るために、毎年、まなびフェストを活用した学校評価の取組を進めています。いつもご協力

いただきありがとうございます。 

評価は、本校の教員による自己評価、アンケートによる生徒の自己評価（下の表を参照）、保護者ア

ンケートによる評価（先日公表）、学校運営支援協議会委員による評価と助言などによって行い、今年

度の学校経営を振り返るとともに、次年度の計画づくりに生かしています。 

様々な立場で学校を見つめることはとても重要で、私たちも指摘されないと気づいていないことが

多々あります。もちろんいただいたご意見をすべて実現することは難しく、優先順位や実現可能性等を

踏まえての対応となりますが、今後とも学校運営へのご協力をよろしくお願いいたします。 

まなびフェストに係る生徒の自己評価の結果報告 
 質問項目と評価基準（①当てはまる、②当てはまらない、③わからない・どちらともいえない）は昨

年度と同じです。「当てはまる」の割合を昨年度と比較してみました。 

観点 No 項  目 Ｒ７ Ｒ６ 増減 

体 

1 心も体も健康で、毎日元気に登校できている。 82.8 72.2 +10.6 

2 睡眠時間を７時間以上とるようにして、生活リズムを整えている。 71.6 65.5 +6.1 

3 交通マナーを守るなど、登下校の無事故を意識できている。 98.3 92.8 +5.5 

4 部活動を無断欠席しないようにしている。 87.9 86.5 +1.4 

徳 

5 ４原則を意識した、爽やかな挨拶ができている。 70.3 65.5 +4.8 

6 いじめ撲滅のため、友だちには思いやりの心をもって接している。 83.6 79.8 +3.8 

7 合唱活動に積極的に取り組んでいる。 80.2 78.9 +1.3 

8 月３冊以上の本を読んでいる。 27.2 23.8 +3.4 

知 

9 授業３分前学習の徹底ができている。 56.9 49.3 +7.6 

10 平均して平日２時間以上家庭学習を行っている。 45.9 21.5 +24.4 

11 各種検定を積極的に受験している。 27.2 19.7 +7.5 

12 スマホやゲームの使用について、居間９ルールが守られている。 51.9 38.6 +13.3 

【考察と今後の方向性】 

○ 全ての項目で前年度より肯定的な回答が増えている。私の目から見ても生徒が日々成長している

のを感じる。 

○ ８０％以上の項目も２つから５つに増えた。特に「元気に登校できている」が１０ポイント以上増

加しているのが嬉しい。 

● いじめ撲滅については３番目に高い評価となっているが、本校ではいじめに関するトラブルがゼ

ロではないので、次年度も人権教育を重点として掲げ、安心して過ごせる学校を目指していきたい。 

● 知の項目の肯定的評価がまだ低く課題となっている。学習に関する評価はどうしても厳しくなり

がちであるが、粘り強く取り組んでいきたい。 

今年度の学校経営を振り返る 
―まなびフェストを活用した学校評価結果について― 

   めざす生徒像 

思慮深く創造性のある生徒 

心豊かで思いやりのある生徒 

健康で明るく気力のある生徒 

規律を重んじ協力して実践する生徒 
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